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【平成２９年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、多官能基性化合物の位置選択的な分子変換の達成を目標に、①配糖体天然物の位置選択的

全合成、②ペプチドの位置選択的開裂、③新規分子認識型触媒を用いる位置選択的分子変換、④超分子

キラリティーの不斉認識、を課題として、当初の目標に向かって着実かつ順調に研究が進展している。

例えば、①及び③については、配糖体天然物の全合成に関して短工程での合成に成功しており、④につ

いてもロタキサンの速度論的分割に関する検討で十分な成果を上げ評価に値する。②については非常に

挑戦的な課題であり、一部の計画の変更を余儀なくされているが、今後、検討を進めることにより目標

の達成が期待される。 

 


